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新規機能性を有する植物細胞壁由来の多糖類の開発

●研究概要

我々が摂取する食物繊維のほとんどは，植物の細胞壁に
含まれる多糖類に由来します。植物細胞壁多糖類の糖鎖構造
や合成メカニズム，多糖類の機能性について研究をすることで，
植物細胞壁中の多糖類の構造をデザインし，新規な機能性を
持つ多糖類の合成技術の構築を目指します。
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・植物細胞壁に含まれるヘミセルロースの構造解析
植物が持つ細胞壁は，セルロース，ヘミセルロース，ペクチンなどの

様々な多糖類が複雑にネットワーク構造を形成しています。ヘミセル
ロースは，構造によってキシラン，マンナン，キシログルカンに大別され
（図１），それぞれの詳細な糖鎖構造は植物種や器官で大きく異なる事
が知られています。多糖類の構造によって分子の動態や特性が変わ
るため，詳細な糖鎖構造を知る事は重要です。様々な植物に含まれる
ヘミセルロースの糖鎖構造を詳細に調べることで，これまで見つかって
いなかった新しい多糖類を発見し，新しい機能性を持った有用な多糖
類を探索します（論文１，２，７，８）。 また，果実などの搾りかすなど，
通常捨てられる残渣に含まれる多糖類を解析することで，未利用資源
からの有用な多糖類の調製方法を確立します。

・植物細胞壁多糖類の合成メカニズムの解明
植物細胞壁に含まれる多糖類の多くは，多数の糖転移酵素によって

合成されます。これまで，ヘミセルロースの1種であるグルコマンナンに

様々なパターンや頻度でガラクトースを転移する酵素を発見してきまし
た（図2，論文２，６，８）。新しい糖鎖構造が見つかると，植物のゲノム情

報から新規糖鎖構造の合成に必要な糖転移酵素の候補を探し出します。
候補となる糖転移酵素の活性評価を行うことで，新規糖鎖構造の合成メ
カニズムの解明を目指します（論文１，２，６，８）。

・植物細胞壁の多糖類構造の改変技術の構築
様々な糖転移酵素を植物内で発現させることで，本来細胞壁に存在す
る糖鎖構造を改変する技術を構築します。これまで，植物細胞壁中の
グルコマンナンの糖鎖構造を改変し，細胞壁中でのグルコマンナン分子
の動態が変化することを明らかにしました（図２，論文２）。糖鎖構造を
改変することで，植物内での多糖類構造と機能の関係を解明します。

さらに，この手法を応用することで，様々な機能性を持つ多糖類の開発
を目指します。
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図１. 植物細胞壁に含まれるヘミセル
ロースの種類と構造の一例。

図２. 異なる植物種の糖転移酵素を利

用して構造改変したグルコマンナンの
解析例。グルコマンナンのガラクトース
修飾によって分子動態が変化する。
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